
 別紙２ 

予備免許の概要 

１ 無線局の種別 衛星基幹放送局 衛星基幹放送試験局 衛星基幹放送局 

２ 申請者名 
株式会社放送衛星 

システム 
スカパーＪＳＡＴ株式会社 

３ 申請年月日 平成２８年５月１３日 

４ 識別信号 

呼出符号 
ＪＯ３５－ＢＳ－ＵＨＴ

Ｖ 

ＪＯ８１－ＣＳ－ＵＨＴ

Ｖ 

ＪＯ８２－ＣＳ－ＵＨＴ

Ｖ 

呼出名称 

Ｂ－ＳＡＴＢＳデジタル

ちょうこうせいさいどテ

レビジョン 

ＳＪＣえいせいデジタル

ちょうこうせいさいどテ

レビジョン１ 

ＳＪＣえいせいデジタル

ちょうこうせいさいどテ

レビジョン２ 

５ 無線局の目的 基幹放送用 

６ 開設を必要とする理

由 

現行ＢＳ放送の基幹放

送局提供事業者としての

実績を最大限発揮し、ＢＳ

放送の更なる発展に資す

るため、平成２９年後半に

打ち上げ予定のＢＳＡＴ

－４ａ及び運用中のＢＳ

ＡＴ－３系衛星による超

高精細度テレビジョン放

送の衛星基幹放送局の開

設を希望するもの。 

４Ｋ・８Ｋロードマップに関するフォローアップ会合

において、２０２０年東京オリンピック・パラリンピッ

ク競技大会の数多くの中継が４Ｋ・８Ｋで放送され、多

くの視聴者が市販のテレビで４Ｋ・８Ｋ番組を楽しんで

いる姿が提示された。また、４Ｋ・８Ｋの推進は、放送

業界全体の成長戦略に寄与することが期待されている

と示されており、本ロードマップに沿った取り組みを積

極的に行い、４Ｋ・８Ｋの普及促進に寄与するため、超

高精細度テレビジョン放送の衛星基幹放送試験局及び

衛星基幹放送局の開設を希望するもの。 

７ 基幹放送の種類 
超高精細度テレビジョン

放送（デジタル放送） 
放送試験用 

超高精細度テレビジョン

放送（デジタル放送） 

８ 使用する衛星 

ＢＳＡＴ－４ａ 

ＢＳＡＴ－３ｃ 

ＢＳＡＴ－３ｂ 

ＢＳＡＴ－３ａ 

Ｎ－ＳＡＴ－１１０（ＪＣ

ＳＡＴ－１１０Ａ） 

Ｎ－ＳＡＴ－１１０（ＪＣ

ＳＡＴ－１１０Ａ） 



 

９ 無線設備の設置場

所 

対地静止衛星軌道 

東経１１０度又は 

東経１０９．８５度 

経度及び緯度の変動幅 

±０.１度 

対地静止衛星軌道 

東経１１０度 

経度及び緯度の変動幅 

±０.１度 

対地静止衛星軌道 

東経１１０度 

経度及び緯度の変動幅 

±０.１度 

１０ 電波の型式並び

に希望する周波数の

範囲及び空中線電力 

３４Ｍ５Ｇ７Ｗ 

１１．７２７４８～ 

１２．１４９４４ＧＨｚ 

１２０Ｗ 

最大等価等方輻射電力 

８５０ｋＷ（注１、２） 

 

３４Ｍ５Ｄ７Ｗ 

１１．７２７４８～ 

１２．１４９４４ＧＨｚ 

１２０Ｗ 

最大等価等方輻射電力 

８５０ｋＷ（注１、２） 

 

３４Ｍ５Ｇ７Ｗ 

１１．７２７４８～ 

１２．１４９４４ＧＨｚ 

９０Ｗ 

最大等価等方輻射電力 

７５０ｋＷ（注１、３） 

 

３４Ｍ５Ｄ７Ｗ 

１１．７２７４８～ 

１２．１４９４４ＧＨｚ 

９０Ｗ 

最大等価等方輻射電力 

７５０ｋＷ（注１、３） 

３４Ｍ５Ｇ７Ｗ 

１２．４３１ＧＨｚ 

１２７．９Ｗ 

最大等価等方輻射電力 

１０００ｋＷ（注１、２） 

 

３４Ｍ５Ｇ７Ｗ 

１２．４７１ＧＨｚ 

１２７．９Ｗ 

最大等価等方輻射電力 

１０００ｋＷ（注１、２） 

 

３４Ｍ５Ｄ７Ｗ 

１２．４３１ＧＨｚ 

１２７．９Ｗ 

最大等価等方輻射電力 

１０００ｋＷ（注１、２） 

 

３４Ｍ５Ｄ７Ｗ 

１２．４７１ＧＨｚ 

１２７．９Ｗ 

最大等価等方輻射電力 

１０００ｋＷ（注１、２） 

 

３４Ｍ５Ｇ７Ｗ 

１２．６３１ＧＨｚ 

１２７．９Ｗ 

最大等価等方輻射電力 

１０００ｋＷ（注１） 

 

３４Ｍ５Ｇ７Ｗ 

１２．４３１ＧＨｚ 

１２７．９Ｗ 

最大等価等方輻射電力 

１０００ｋＷ（注１、２） 

 

３４Ｍ５Ｇ７Ｗ 

１２．４７１ＧＨｚ 

１２７．９Ｗ 

最大等価等方輻射電力 

１０００ｋＷ（注１、２） 

 

３４Ｍ５Ｄ７Ｗ 

１２．４３１ＧＨｚ 

１２７．９Ｗ 

最大等価等方輻射電力 

１０００ｋＷ（注１、２） 

 

３４Ｍ５Ｄ７Ｗ 

１２．４７１ＧＨｚ 

１２７．９Ｗ 

最大等価等方輻射電力 

１０００ｋＷ（注１、２） 

 

３４Ｍ５Ｇ７Ｗ 

１２．６３１ＧＨｚ 

１２７．９Ｗ 

最大等価等方輻射電力 

１０００ｋＷ（注１） 

 



 

１秒間におけるシンボル

数 ３３．７５６１Ｍｂａ

ｕｄ 

 

（注１）この周波数の使用

は、国際調整の結果を遵守

すること。 

 

（注２）この空中線電力及

び最大等価等方輻射電力

の使用は、ＢＳＡＴ－４ａ

衛星の無線設備を使用す

る場合に限る。 

 

（注３）この空中線電力及

び最大等価等方輻射電力

の使用は、ＢＳＡＴ－３系

衛星の無線設備（予備送信

装置）を使用する場合に限

る。 

３４Ｍ５Ｇ７Ｗ 

１２．６７１ＧＨｚ 

１２７．９Ｗ 

最大等価等方輻射電力 

１０００ｋＷ（注１） 

 

３４Ｍ５Ｇ７Ｗ 

１２．７１１ＧＨｚ 

１２７．９Ｗ 

最大等価等方輻射電力 

１０００ｋＷ（注１） 

 

３４Ｍ５Ｄ７Ｗ 

１２．６３１ＧＨｚ 

１２７．９Ｗ 

最大等価等方輻射電力 

１０００ｋＷ（注１） 

 

３４Ｍ５Ｄ７Ｗ 

１２．６７１ＧＨｚ 

１２７．９Ｗ 

最大等価等方輻射電力 

１０００ｋＷ（注１） 

 

３４Ｍ５Ｄ７Ｗ 

１２．７１１ＧＨｚ 

１２７．９Ｗ 

最大等価等方輻射電力 

１０００ｋＷ（注１） 

 

１秒間におけるシンボル

数 ３３．７５６１Ｍｂａ

ｕｄ 

                                  

（注１）この周波数の使用

は、国際調整の結果を遵守

すること。 

 

（注２）この周波数の使用

は、一次業務の無線局から

の混信を容認すること。 

３４Ｍ５Ｇ７Ｗ 

１２．６７１ＧＨｚ 

１２７．９Ｗ 

最大等価等方輻射電力 

１０００ｋＷ（注１） 

 

３４Ｍ５Ｇ７Ｗ 

１２．７１１ＧＨｚ 

１２７．９Ｗ 

最大等価等方輻射電力 

１０００ｋＷ（注１） 

 

３４Ｍ５Ｄ７Ｗ 

１２．６３１ＧＨｚ 

１２７．９Ｗ 

最大等価等方輻射電力 

１０００ｋＷ（注１） 

 

３４Ｍ５Ｄ７Ｗ 

１２．６７１ＧＨｚ 

１２７．９Ｗ 

最大等価等方輻射電力 

１０００ｋＷ（注１） 

 

３４Ｍ５Ｄ７Ｗ 

１２．７１１ＧＨｚ 

１２７．９Ｗ 

最大等価等方輻射電力 

１０００ｋＷ（注１） 

 

１秒間におけるシンボル

数 ３３．７５６１Ｍｂａ

ｕｄ 

                                  

（注１）この周波数の使用

は、国際調整の結果を遵守

すること。 

 

（注２）この周波数の使用

は、一次業務の無線局から

の混信を容認すること。 



 

 

１１ 希望する運用許

容時間 
常  時 

１２ 工事落成の予定

期日 
平成３０年１２月１日 平成２９年１２月３１日 平成３０年１２月３１日 

１３ 運用開始の予定

期日 
免許の日 

１４ 備   考 本衛星基幹放送局の主

送信装置をＢＳＡＴ－４

ａ衛星の無線設備とし、予

備送信装置をＢＳＡＴ－

３ｃ衛星、ＢＳＡＴ－３ｂ

衛星、ＢＳＡＴ－３ａ衛星

の無線設備とする。 

  


